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歳
か
ら

歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

４０な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
６５

歳
か
ら
月
額
６
６
，
０
０
８
円
の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。と

こ
ろ
で
、「
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
の
に
、
加
入
期
間
が
数
年

足
り
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
深
刻

な
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、

年
以
上
公
的
年
金
制
度

２５

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
こ
の

年
に
は
い
わ
ゆ
る
カ

２５

ラ
期
間
（
合
算
対
象
期
間
）
も
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
、こ
の「
カ

ラ
期
間
」を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

カ
ラ
期
間
と
は

こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
前
述
の
２５

年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

「
実
」
の
な
い
期
間
の
た
め
、
通
称

「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の

は
、
原
則
、
昭
和

年
４
月
以
後

３６

の

歳
以
上

歳
未
満
の
期
間

２０

６０

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き

た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次

の
人
の
期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
①
昭
和

年
３
月
ま
で
の
厚

６１

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養

配
偶
者
、
②
平
成
３
年
３
月
ま
で

の
学
生
、③
海
外
在
住
の
日
本
人
。

ま
た
、
昭
和

年
３
月
ま
で
に
厚

６１

生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受

け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間

は
、
年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ

て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に
は
そ

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の
申

出
に
基
づ
い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無

が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、

年
の
老
齢
基
礎

２５

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
旭
川
年
金
事
務
所

（
０
１
６
６
‐

‐
１
６
１
１
）
ま

２７

た
は
役
場
保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
が
な
い
方
は

カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に

年
２５

の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方

は
、

歳
か
ら

歳
に
な
る
ま
で

６０

７０

の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
の
保
険
料
の
額
は
、
一
般

の
第
一
号
被
保
険
者
と
同
様
、
平

成

年
度
は
月
額
１
５
，
１
０
０

２３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

任
意
加
入
者
に
は
免
除
制
度
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。任

意
加
入
に
つ
い
て
も
、
旭
川

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
保
健
福

祉
課
戸
籍
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま

た
、
年
金
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
電
話
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
‐
０５

‐
１
１
６
５
）」
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課

戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

「
カ
ラ
期
間
」
を
ご
存
知
で

す
か
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１
月
１
日
は
固
定
資
産
税
お
よ
び
住
民
税
の

賦
課
期
日
と
な
る
大
事
な
基
準
日
で
す

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
に
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

（
こ
れ
ら
を
称
し
て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
。）
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
せ
ら
れ
る
税
で
す
。
１
月
１
日
は
こ
れ

ら
の
所
有
の
基
準
日
で
す
の
で
、
固
定
資
産
の
所
有
に
変
更

が
あ
る
場
合
（
特
に
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
等
）

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
償
却
資
産
は
申
告
が
必
要

で
、
平
成

年
中
の
異
動
を
申
告
す
る
た
め
の
書
類
を
発
送

２３

し
ま
す
の
で
、
平
成

年
１
月

日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

２４

３１

し
ま
す
。

住
民
税
は
、
１
月
１
日
～

月

日
の
収
入
に
対
し
て
、

１２

３１

１
月
１
日
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村

で
課
せ
ら
れ
ま
す
。
給
与
収
入
を
得
て
い
る
方
は
、
所
属
す

る
事
業
所
へ
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
を

申
告
し
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
申
告
書
の
住
所
欄
に

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
を
記
載
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
世
帯

主
と
の
続
き
柄
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
や
医
療

費
な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
る
た
め
に
、
引
越
し
な
ど
異

動
が
あ
っ
た
場
合
や
、
実
際
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
住
民
登
録
の
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
法
律
で
は
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら

日
以

１４

内
に
届
出
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
基
本
台
帳
へ

の
正
し
い
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
税
に
関
す
る
こ
と
は
◆

総
務
課
税
務
担
当

‐
２
１
２
５

５６

◆
住
民
登
録
に
関
す
る
こ
と
は
◆

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

‐
２
１
２
３

５６

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれ
ます。
口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き

落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなくとても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落

とさせていただくことにより月々５０円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６か月前納・１年
前納もあり、大変お得です。
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１７３４

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

毅
横
断
歩
行
者
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
右
側
か
ら

の
横
断
歩
行
者
を
見
落
と
し
が
ち

に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

毅
コ
ン
ビ
ニ
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
、
夜
間
明
る
い
照
明
の
あ

る
施
設
付
近
を
通
行
す
る
と
き

は
、
建
物
の
前
後
の
暗
が
り
の
中

に
歩
行
者
・
自
転
車
が
い
な
い
か

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

毅
郊
外
で
の
、
無
理
な
追
い
越
し
や

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
】

毅
青
信
号
で
も
、
左
右
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

毅
通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
油
断
せ

ず
、
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

毅
夜
は
、
明
る
い
色
の
服
を
着
て
、

反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
】

毅
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
で
す
。
歩
道
で
は
歩
行

者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
し
ま

し
ょ
う
。

平成２３年１１月２０日現在

１０月１５日から３１日までの１７日間に秋の全道火災予防運動が実施

されました。

期間中、支署では消防車両による予防広報をはじめ、街頭にの

ぼりを設置したり、高齢者世帯への防火訪問、防火対象物への立

入検査などを実施し、地域住民の防火意識の向上に努めました。

また、１０月２１日には毎年恒例である防火啓蒙ゲートボール大会

を実施し、多くのゲートボール愛好者の皆様にご参加をいただき

ました。当日は天候にも恵まれ、暖かい陽気の中、汗ばむほどの

熱戦が繰り広げられておりました。

残念ながら今年は、ＪＲ石勝線特急列車トンネル火災をはじめ、

占冠村での火災発生件数が例年よりも多くなっています。火災予

防運動期間中だけに限らず、常日頃から防火意識を高く持ち、み

んなで協力して火事のない平和な占冠村をめざしましょう！
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夕
暮
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か
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夜
間
に
か
け
て
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歩
行
者
事
故
・
車
両
単
独
事
故
の
防
止
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

秋の全道火災予防運動実施
平成２３年度全国統一防火標語

「消したはず 決めつけないで もう一度」

毅
交
差
点
で
は
、
止
ま
っ
て
左
右
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

毅
日
没
か
ら
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し

ょ
う
。

～
交
差
点
で
は
安
全
確
認
の

徹
底
を
！
～

毅
交
差
点
や
そ
の
周
辺
で
は
、
横
断

す
る
自
転
車
や
歩
行
者
に
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

毅
右
折
時
は
、
対
向
車
だ
け
に
気
を

取
ら
れ
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

毅
左
折
時
は
、
後
方
か
ら
の
自
転
車

や
歩
行
者
に
特
に
注
意
し
、
ミ
ラ

ー
に
頼
ら
ず
自
分
の
目
で
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
確
認
を
徹
底
し
、
自
転

車
や
歩
行
者
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、

み
ん
な
で
気
を
付
け
て
事
故

防
止
を
！

前
方
左
右
を
よ
く
見
て
、
歩

行
者
を
早
期
に
発
見
し
ま
し

ょ
う
。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（１０月分）
（４人）４件急 病

（５人）４件交 通

（１人）１件一般負傷

（１人）１件そ の 他

（１１人）１０件１０月計

（１０９人）１０３件累 計

人員内は搬送※（ ）


